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1 はじめに

分位点は確率変数を特徴付ける代表的な値の 1つであり，回帰モデルにおける分位点の推定は重

要な課題の 1 つである．代表的な手法としては分位点回帰が挙げられるが，Heterogeneous モデ

ル，つまり残差の分布が説明変数に依存するような回帰モデルの下では，通常の分位点回帰による

推定量は漸近有効性を示さないことが知られている．また，漸近有効な推定量を構成するためには，

残差の密度関数の推定が必要となる．

分位点回帰以外の手法としては，Waltrup et al. [1] によって提案された，expectileを用いた推

定方法が挙げられる．ecpectileは平均値と分位点をあわせたような概念で，１次元確率変数 Y の

τ - expectile mτ (0 < τ < 1)は

mτ := argmin
m

E
[
ωτ (Y −m)2

]
として定義される値である．ただし ωτ は

ωτ =

{
1− τ (Y < m)
τ (Y ≥ m)

であり，Y とmに依存する．[1] では，expectileの回帰である expectile regression を繰り返し用

いて複数の τ における expectile を推定し，これらの値を用いて確率分布関数を推定することで分

位点の推定値を求める，という手法を提案している．

2 提案手法

本研究では，[1] の手法を改良することにより，Heterogeneous モデルにおける新しい分位点の推

定手法を提案する．分位点回帰の場合と同様に，Heterogeneous モデルにおいて通常の expectile

regression は漸近有効性を示さないことが知られている．漸近有効な推定量を構成するためには，

説明変数 X と従属変数 Y の実現値の組 (Xi, Yi) (i = 1, . . . , n)に対して

E
[
ωτ (Yi −mτ (Xi))

2|X = Xi

]
, i = 1, . . . , n (1)

の推定を行う必要があるが，密度関数を推定する必要はない．

提案手法では，まず通常の expectile regression を用いて [1] の手法を行い，その過程で得られた

分布関数の推定量を用いて (1)を推定した上で，再度 [1] の手法を行うことを考える．発表では提

案手法の詳細に加えて，数値実験を通じた提案手法の推定誤差の検証結果を紹介する．
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